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産
業
人
ク
ラ
ブ
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吉
田
　
英
臣
氏

品
質
・
安
全
に
一
層
の
磨
き
ク
ラ
ブ
交
流
、
勉
強
の
機
会
に

トップインタビュー

　
　
よ
し
だ
・
ひ
で
お
み
　

年

昭

佐
賀
県
立
伊
万
里
商

業
高
校
卒
、
同
年
太
洋
入
社
。

年
取
締
役
、

年
専
務
、

年
代
表
取
締
役
専
務
。
佐
賀
県
伊
万
里
市
出
身
、

歳
。

　
―
景
気
と
事
業
環
境
を
ど
う

み
て
い
ま
す
か
。

　
「
主
力
事
業
は
建
設
機
械
や

重
電
、
精
密
機
械
の
大
手
メ
ー

カ
ー
や
大
手
物
流
会
社
の
重
量

物
・
輸
出
梱
包
。
十
数
年
来
、

国
内
の
空
洞
化
が
進
ん
で
お

り
、
輸
出
物
は
減
っ
て
い
る
。

最
近
も
全
体
で
は
量
は
多
く
な

っ
て
お
ら
ず
、

経
済
活
性
化

に
よ
る
設
備
投
資
・
生
産
の
増

加
と
い
っ
た

ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
効
果

は
、
ま
だ
我
々
の
業

界
に
は
及
ん
で
い
な
い
の
が
実

情
だ
」

　
「
む
し
ろ
為
替
が
円
安
基
調

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
木
枠

の
材
料
で
あ
る
木
材
合
板
や
ス

チ
ー
ル
枠
の
材
料
の
ス
チ
ー
ル

と
い
っ
た
原
材
料
費
や
燃
料
費

が
増
加
し
て
い
る
。
一
方
、
デ

フ
レ
の
た
め
販
売
価
格
の
見
直

し
も
難
し
い
環
境
に
あ
る
。
事

業
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
」

　
―
最
近
の
顧
客
の
傾
向
は
。

　
「
年
々
、
品
質
に
対
す
る
要

求
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
梱
包
管
理
士
や
複
合
輸
送

士
ら
の
物
流
業
界
の
資
格
取
得

者
を
増
や
し
て
い
る
。
物
損
事

故
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
働

く
人
の
安
全
を
向
上
し
、
品
質

と
安
全
の
両
面
で
顧
客
の
信
頼

を
得
た
い
」

　
―
創
業
事
業
で
あ
る
段
ボ
ー

ル
製
品
の
製
造
販
売
の
市
場
環

境
は
。

　
「
段
ボ
ー
ル
製
品
と
印
刷
紙

器
は
、
も
と
も
と
装
置
産
業
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、

供
給
過

剰
の
傾
向
も
あ
い
ま
っ
て

国

内
市
場
で
は
価
格
競
争
に
巻
き

込
ま
れ
や
す
い
。
今
の
ま
ま
で

は
価
格
だ
け
の
勝
負
に
な
る
。

こ
の
た
め
、
品
質
と
安
全
に
一

層
磨
き
を
か
け
て
差
別
化
す

る
。
ま
た
、
２
０
１
２
年
４
月

に
包
装
設
計
室
を
新
設
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
Ｂ
ツ
ー
Ｂ
の
傾
向

が
強
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
Ｂ

ツ
ー
Ｃ
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
な
包
装
提
案
、
強
み
で
あ
る

紙
加
工
の
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
商
品
開
発
に
結
び
つ

け
、
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
を

高
め
る
」

　
―
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
に

期
待
し
て
い
る
こ
と
は
。

　
「
民
間
ベ
ー
ス
の
異
業
種
交

流
に
期
待
し
て
い
る
。

勉
強

会
や
交
流
会
の

参
加
者
は
社

長
を
中
心
と
し
た
経
営
者
。
新

事
業
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
り
、
経

営
の
考
え
方
を
あ
ら
た
め
て
勉

強
し
た
り
す
る
機
会
に
し
た

い
」

　
建
設
機
械
や
重
電
機
器
な
ど

の
大
型
工
業
製
品
の
梱
包
を
手

が
け
る
太
洋

横
浜
市
港
北

区
、
鈴
木
信
盛
社
長
、
０
４
５

・
５
４
３
・
７
１
１
１

。
荷

動
き
か
ら
み
て
景
気
の
動
向
は

ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
３
月

に
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
に
入

会
し
た
吉
田
英
臣
専
務
に
事
業

概
況
と
産
業
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期

待
な
ど
を
聞
い
た
。

横
浜
・
米
今
真
一
郎

◇

名古屋で３番目に名三工業・山口隆会長　�

最
先
端
の
製
品
を
扱
い
た
か
っ
た

た
め
起
業
し
た

と
山
口
会
長

　
名
古
屋
で
３
番
目
く
ら
い
の
会
社
に

は
な
り
た
い
―
。
そ
ん
な
願
い
を
込
め

て
１
９
６
９
年
昭

に
名
三
設
備
工

業

現
名
三
工
業

を
興
し
た
。
創
業

か
ら
し
ば
ら
く
は
私
１
人
し
か
い
な
い

会
社
だ
っ
た
が
、
今
は
社
員

数
１
０
０
人
に
成
長
し
た
。

　
ア
ン
リ
ツ
や
横
河
電
機
の

代
理
店
・
特
約
店
と
し
て
の

商
社
機
能
を
ベ
ー
ス
に
、
独

自
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
し
て
き
た
。
現
在
は
食
品

や
薬
品
業
界
向
け
に
計
量
や

検
査
、
包
装
の
ラ
イ
ン
を
提

供
す
る
産
業
機
械
営
業
部
、

水
処
理
シ
ス
テ
ム
向
け
計
器

や
制
御
機
器
の
環
境
機
器
営

業
部
、
小
型
風
力
発
電
な
ど

を
手
が
け
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
営

業
部
を
置
い
て
い
る
。

　
約
１
０
０
人
の
う
ち
６
割

が
電
気
工
学
や
機
械
、
通
信

な
ど
の
技
術
者
。
１
級
電
気

工
事
施
工
管
理
技
術
者

人
、
同
２
級

人
が
在
籍
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
設
計
、
管
理
か
ら
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
ま
で
全
て
請
け
負
う
。

　
私
は

年
に
県
立
岐
阜
工
業
高
校
を

卒
業
後
、
日
立
製
作
所
に
入
社
し
た
。

汎
用
電
機
品
営
業
を
６
年
間
経
験
し
た

後
、
父
が
経
営
す
る
水
道
や
受
変
電
設

備
を
扱
う
会
社
に
入
っ
た
。

　
こ
こ
で
営
業
す
る
う
ち
、
社
業
を
継

ぐ
の
で
は
な
く
、
日
立
の
経
験
も
生
か

し
て
起
業
し
た
い
と
の
思
い
が
芽
生
え

て
き
た
。
商
流
が
で
き
あ
が
っ
た
製
品

で
は
な
く
、
ま
だ
広
ま
っ
て
い
な
い
最

先
端
の
製
品
を
扱
い
た
い
と
の
考
え
が

頭
か
ら
離
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
何
を
売
る
か
は
決
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
と
に
か
く
起
業
し
た
。
日
立
で

の
営
業
経
験
で
、
あ
る
程
度
は
電
機
業

界
の
商
売
地
図
が
頭
に
入
っ

て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
取
り

扱
い
た
い
商
品
が
簡
単
に
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

今
も
情
報
源
と
し
て
い
る
日

刊
工
業
新
聞
を
見
て
は
、
数

カ
月
間
、
東
京
や
大
阪
な
ど

の
展
示
会
に
ひ
た
す
ら
足
を

運
ん
だ
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
名
古
屋

の
展
示
会
で
安
立
電
気

現

ア
ン
リ
ツ
産
機
シ
ス
テ
ム

の
自
動
重
量
選
別
機
を
見
つ

け
た
。
当
時
は
作
業
者
が
は

か
り
で
計
量
し
て
い
た
が
、

生
産
ラ
イ
ン
が
高
速
化
し
て

い
た
た
め
、
い
ず
れ
人
手
で

は
追
い
つ
か
な
く
な
る
と
感

じ
て
い
た
。
自
動
選
別
機
は

衛
生
的
で
、
食
品
や
薬
の
箱
詰
め
に
使

え
る
と
直
感
し
た
。

　
ブ
ー
ス
で
話
を
聞
く
と
、
販
売
実
績

が
ほ
ぼ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
父
の

会
社
で
安
立
電
気
の
通
信
機
を
扱
っ
た

こ
と
が
あ
り
、
技
術
力

の
高
さ
は
知
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
名
古
屋
営

業
所
を
訪
問
し
、
取
り

扱
わ
せ
て
ほ
し
い
と
頼

ん
だ
。
一
方
、
安
立
電

気
に
と
っ
て
自
動
選
別

機
は
新
規
分
野
で
、
販

売
担
当
者
が
足
り
な
か

っ
た
。
当
社
は
従
業
員

１
人
で
売
上
高
ゼ
ロ
だ

っ
た
が
「
手
伝
っ
て
く

れ
る
な
ら
」
と
扱
わ
せ

て
も
ら
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。

全
４
回

震
災
復
旧
・
耐
震
対
策
に
茨
城
中
川
ヒ
ュ
ー
ム
管
工
業

ＣＳパイプ管と（手前）とＣＳＢ

　茨城産業人クラブの中川ヒューム管
工業（茨城県土浦市、中川喜久治社
長、 ）は、遠心製法を用
いて高密度で高強度な鉄筋コンクリー
ト製のヒューム管や組み立てマンホー
ルなどの製造・販売を手がけている。
東日本大震災後に受注を伸ばしている
のが、他社に先駆けて開発した高強度
下水道管「ＣＳＢ」だ。中川社長は
「関東地区の 年度の出荷ベースは
前年度に比べて約２割増。 年度も勢
いが続いている。この傾向は東北地方
も同じ」と明かす。
　一般的には建設現場で型をつくって
作業する。一方、ＣＳＢは事前に工場
で管の外観を四角や五角形などに成形
し、現場に持ち込んで埋め込む。常務
執行役員の及川清関東工場長は「現場
で巻き立てするよりもすぐに埋め戻し
ができる。生コンクリートや骨材不足
なども背景にして被災地での受注が増
えている」と分析する。

　また物体の柔軟性を示す可とう性の
あるヒューム管「ＣＳパイプ」も「大
規模地震が発生するたびに耐震化の点
で注目されている」（及川工場長）。
出荷の伸び率は横ばいだが、通常のヒ
ューム管では耐えられないような偏荷
重があった場合に可とう性を発揮し、
曲げ変形やせん断変形してヒューム管
路の事故を抑制する。耐震性を訴求し
て販路を拡大する。

子
供
た
ち
の
創
造
力
向
上
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
ロ
ボ
ラ
イ
ズ

　大阪産業人クラブのロボライズ
（大阪府池田市、高木剛社長、

）が、子供たちの創造力
を高めるために開いている「ものづ
くり教室 写真上」で、「自動車工
場の生産ライン 同下」が完成し
た。小学生から高校生までの生徒
人が夏休みを返上し、５カ月間かけ
て製作した力作だ。６日に愛知県豊
田市で開催する「ＴＥＳフェスティ
バル 」で披露する。
　自動車工場生産ラインは、モータ
ー 個、マイコン 個のほか、タッ
チセンサー、歯車などの教材ブロッ
ク約 個のパーツを使用した。全
長 で、ミニカーのボディー、
シャシー、エンジンの３種類の部品
を３カ所のストックヤードから自動
搬送し、中央部でシャシーとエンジ
ン、ボディーが組み立てられて搬出
される。部品も青、黄、赤の３種類
をストックしており、選んだ色のス

タートボタンを押すと約３分間でミ
ニカーが完成する。
　展示会場では生徒が来場した子供
たちに生産ラインの仕組みなどを説
明する。高木社長は「自動車工場を
見て多くの子供たちにモノづくりに
興味を持ってほしい」と期待を寄せ
ている。

１０－１１月の予定
　月

　

　◇５日（土）茨城産業人クラブ「第
回茨城産業人クラブゴルフ大会」

（茨城県大洗町、大洗ゴルフ倶楽部）
　◇９日（水）名古屋産業人クラブ
「在名古屋各県事務所、学習会＆懇親
会『中国および中国人との付き合い方
～中国との取引で注意すること』講師
／兪明鶴（ユ・メイカク）明コンサル
ティング社長」（名古屋市東区、日刊
工業新聞社名古屋支社）
　◇ 日（水）名古屋産業人クラブ
「山本雅史中部経済産業局長との情報
交換会」（名古屋市中区、アパホテル
名古屋錦）
　◇ 日（金）新潟産業人クラブ「
月の社長会『企業の護身術』講師／桜
井俊之セコムグループ国際事業本部技
術部長」（新潟市中央区、新潟グラン
ドホテル）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ・Ｔ
ＤＵ産学交流会「学生による企業研究
会（アクティブプロモーション）」
（埼玉県鳩山町、東京電機大学理工学
部）
　◇ 日（木）九州・山口産業人クラ
ブ「 周年記念パーティー＆記念講演
会『エネルギーと環境をめぐる課題
（仮題）』講師／茅陽一東大名誉教
授」（福岡市博多区、ホテル日航福
岡）
　◇ 日（金）大分産業人クラブ「九
州工業大学飯塚キャンパス視察」（福
岡県飯塚市、九州工業大学情報工学
部）
　◇ 日（金）四国産業人クラブ「工
場見学会」（日プラ、桜製作所）
　◇ 日（土）四国産業人クラブ「ゴ
ルフコンペ」（香川県坂出市、坂出カ
ントリークラブ）
　◇ 日（木）茨城産業人クラブ「産
総研オープンラボと産学官連携推進部
との交流会」（茨城県つくば市、産業
技術総合研究所つくばセンター）
　◇ 日（木）埼玉産業人クラブ・Ｔ
ＤＵ産学交流会「懇親ゴルフ大会」
（埼玉県寄居町、森林公園ゴルフ倶楽
部）

　月
　

　◇５日（火）栃木産業人クラブ「栃
木県産学官情報交換会」（宇都宮市、
ホテル東日本宇都宮）
　◇ 日（木）千葉産業人クラブ「秋
季ゴルフコンペ」（千葉市若葉区、袖
ケ浦カンツリー倶楽部・新袖コース）
　◇ 日（金）名古屋・岐阜産業人ク
ラブ「ナガセインテグレックス本社工
場見学会」（岐阜県関市）　
　◇ 日（火）大阪産業人クラブ「第
回ゴルフ大会」（兵庫県三木市、美
奈木カントリー倶楽部）

新
入
会
員

佐
川
会
長
小
唄
を
披
露
艶
や
か
な
声
で
４
曲

新橋演舞場で「銀座くらま会」東京産業人クラブ女性部会

小
唄
を
披
露
す
る
佐
川
会
長

　東京産業人クラブ女性部会の佐川八重子会長
（桜ゴルフ社長）は９月 日、新橋演舞場
（同）で開かれた第 回「銀座くらま会」に出
演し、小唄を披露した。美しい川の流れに思い
をはせる「川水」のほか、「とめてはみたが」
「月は田毎に」「主さんと」の計４曲を艶やか
な声で歌い上げた。
　勇希波つ帆先生の猛特訓を受けて舞台に上が

った。演目を終えてお辞儀をすると、万雷の拍
手が沸き起こった。出演後、お祝いの花束を手
に「起業したての 代のころ、明治生まれの経
営者のお客さまと接点を持つために小唄を始め
た。ゴルフ、囲碁、小唄を『三ゴの趣味』とし
て大事にしている。７年ぶりの舞台だったけれ
ど、楽しめた」と振り返った。
　銀座くらま会は銀座に店舗を置く経営者らが
江戸文化を継承する会。会員には菓子製造大手
の曙の植草三樹男会長、映画製作会社の松竹の
大谷信義会長らが名を連ねている。

大
栄
不
動
産
の
旧
本
社
赤
れ
ん
が
ビ
ル
の
模
型
を
前
に
石
村
社
長

埼玉・大栄不動産、模型を展示

旧
本
社
赤
れ
ん
が
ビ
ル
四
半
世
紀
ぶ
り
に

　
赤
れ
ん
が
ビ
ル
の
雄
姿
、
四

半
世
紀
ぶ
り
に
―
。
埼
玉
産
業

人
ク
ラ
ブ
の
大
栄
不
動
産

東

京
都
中
央
区
、
石
村
等
社
長
、

０
３
・
３
２
４
４
・
０
６
２

６

の
本
社
ロ
ビ
ー
に
は
、
旧

本
社
の
赤
れ
ん
が
ビ
ル
の
模
型

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
銀

行
や
東
京
駅
を
設
計
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
辰
野
金
吾
氏
が
手

が
け
た
ビ
ル
で
、
帝
国
製
麻
本

社
ビ
ル
と
し
て
大
正
初
期
に
建

築
さ
れ
た
。
１
９
６
４
年
か
ら

大
栄
不
動
産
本
社
と
し
て

年

以
上
使
わ
れ
た
が
、
取
り
壊
さ

れ
て

年
に
現
在
の
本
社
ビ
ル

に
な
っ
た
。

　
模
型
製
作
は
、
昭
和

年
代

の
東
京
を
舞
台
に
し
た

年
公

開
の
映
画
「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
続

・
三
丁
目
の
夕
日
」
に
、
当
時

の
日
本
橋
の
風
景
と
し
て
赤
れ

ん
が
ビ
ル
が
登
場
し
た
の
が
き

っ
か
け
。
映
画
の
セ
ッ
ト
制
作

会
社
に
連
絡
し
て
買
い
取
っ

た
。
石
村
社
長
は
「
昭
和
の
日

本
橋
を
代
表
す
る
名
建
築
。
写

真
を
撮
る
来
訪
者
も
多
い
」
と

笑
顔
。
日
本
橋
の
隠
れ
た
新
名

所
に
な
る
か
。

武
田
教
授
が
記
念
講
演
設
立
周
年
の
集
い
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

設
立

周
年
の
集
い
に
は

１
２
０
人
が
参
加
し
た

懇
親
会
で
武
田
教
授
を

囲
ん
で
歓
談
す
る
会
員

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 １０月４日 金曜日 　　

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
清
水
　
博
之
氏
　
清
水

電
設
工
業

社
長

兵

庫
県
尼
崎

市
杭
瀬
南

新
町
１
の

の
６
、
０
６
・
６
４
８
８

・
１
５
０
１
、
表
面
処
理
・

熱
処
理
加
工
、
表
面
処
理
装

置
製
造

　
▽
前
田
　
幸
子
氏
　
オ
フ

ィ
ス
べ
ん

け
い
社
長

大
阪
市

淀
川
区
西

中
島
６
の

７
の
３
第
６
新
大
阪
ビ
ル

階
、
０
６
・
６
８
８
５
・
１

２
５
１
、
映
像
制
作
、
ラ
ジ

オ
番
組
制
作

国
際
金
融
情
勢
で

経
済
講
演
会
開
く

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

増

田
文
治
会
長

マ
ス
ダ
ッ
ク

社
長

は
９
月
６
日
、
浦
和

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル

さ
い
た
ま
市
浦
和
区

で

経
済
講
演
会
を
開
い
た
。
財

務
省
国
際
局
長
の
山
崎
達
雄

氏
が
、
最
近
の
国
際
金
融
情

勢
に
つ
い
て
講
演

写
真

し
た
。
山
崎
氏
は
米
国
の
債

務
上
限
問
題
に
つ
い
て
説
明

し
た
上
で
、
債
務
上
限
引
き

上
げ
条
件
に
つ
い
て
与
野
党

に
不
一
致
が
あ
る
た
め
「
デ

フ
ォ
ル
ト
を
回
避
で
き
る
か

見
通
し
が
不
透
明
」
と
し

た
。
ま
た
欧
州
主
要
国
国
債

の
利
回
り
の
推
移
、
中
国
政

府
の
経
済
施
策
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

　
一
方
、
増
田
会
長
は
「
我

々
は
技
術
だ
け
で
は
な
く
、

経
済
の
観
点
か
ら
も
の
を
見

て
、
利
益
に
つ
な
げ
て
い
く

べ
き
だ
。
そ
の
意
味
で
、
国

際
局
長
の
話
を
聞
け
る
機
会

は
と
て
も
貴
重
だ
」
と
強
調

し
た
。

経
営
者

幹
部

人
が
勉
強
会

神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ

三
木
治
一
会
長

三
木
プ

ー
リ
社
長

は
８
月

日
、

神
奈
川
県
厚
木
市
の
厚
木
商

工
会
議
所
で
「
２
０
１
３
年

度
第
２
回
神
奈
川
産
業
人
ク

ラ
ブ
勉
強
会

写
真
」
を
開

い
た
。
厚
木
の
モ
ノ
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｏ

ア
ツ
モ

」
会
長
で

あ
る
大
和
ケ
ミ
カ
ル

神
奈

川
県
厚
木
市

の
中
村
幹
夫

会
長
の
ほ
か
、
秦
野
精
密

同
秦
野
市

の
渕
脇
忠
夫

社
長
ら
県
央
部
の
経
営
者
・

幹
部

人
が
参
加
し
た
。
糸

永
正
行
事
務
局
長

日
刊
工

業
新
聞
社
横
浜
総
局
長

に

よ
る
講
演
「
世
界
で
通
用
す

る
人
材
を

創
る

方
法
―

内
弁
慶

で
は
勝
負
で
き

な
い
―
」
に
つ
い
て
議
論
し

た
。

　
講
演
で
は
海
外
進
出
先
で

低
賃
金
を
目
的
と
し
な
い
雇

用
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
育
成

や
、
自
社
の
利
益
だ
け
で
な

く
現
地
の
利
益
に
目
を
向
け

る
点
な
ど
を
重
視
。
合
理
性

の
あ
る
普
遍
的
な
論
理
で
人

間
関
係
を
構
築
す
る
重
要
性

を
説
い
た
。
講
演
後
の
議
論

で
は
、
タ
イ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
進
出
し
て
い
る
秦
野
精
密

の
渕
脇
社
長
が
、
フ
ァ
イ
ン

ブ
ラ
ン
キ
ン
グ

精
密
打
ち

抜
き

の
精
度
に
つ
い
て
話

す
と
「
強
み
の
源
は
金
型
に

あ
る
ん
で
す
ね
」
な
ど
と
大

和
ケ
ミ
カ
ル
の
中
村
会
長
が

感
心
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

サ
ン
ト
ピ
ア
が

牧
場
オ
ー
プ
ン

新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
ク

ボ
製
作
所

新
潟
県
阿
賀
野

市

の
佐
藤
十
九
一
社
長

サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル
ド
社

長

は
、
ア
ル
パ
カ
や
馬
、

ヤ
ギ
、
ダ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
動

物
と
ふ
れ
あ
え
る
「
サ
ン
ト

ピ
ア
牧
場
」
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。
佐
藤
社
長
は
「
動
物
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

た
く
さ
ん
の

方
々
か
ら
支

援
を
受
け

た
。
み
な
さ

ん
の
思
い
を

大
切
に
し
て

ス
タ
ッ
フ
一

丸
で
頑
張
り

た
い
」
と
意

気
込
ん
だ
。

牧
場
で
は
子

供
た
ち
が
楽

し
そ
う
に
エ

サ
や
り
を
し

て
い
た

写

真

。

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

内
藤
明
人
会
長

リ
ン
ナ

イ
会
長

は
、
９
月

日
に

名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル

名
古
屋
市
中
村
区

で

「
設
立

周
年
の
集
い
＆
記

念
講
演
会
」
を
開
い
た
。
式

典
で
は
内
藤
会
長
の
代
読
で

伊
藤
博
之
副
会
長

ダ
イ
セ

キ
社
長

が
「
会
員
を
は
じ

め
、
日
刊
工
業
新
聞
社
の
協

力
が
あ
っ
て
今
日
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
地
道
な
活
動
を
し

て
き
た
。
そ
れ
が
こ
の
地
区

の
モ
ノ
づ
く
り
精
神
と
合
致

し
、
当
地
区
産
業
の
発
展
に

少
し
は
寄
与
で
き
た
と
自
負

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
学

習
の
場
を
提
供
し
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
こ
れ
に

続
き
、
井
水
治
博
日
本
産
業

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

日

刊
工
業
新
聞
社
社
長

と
山

本
雅
史
中
部
経
済
産
業
局
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
記
念
式
典
終
了
後
、
武
田

邦
彦
中
部
大
学
教
授
に
よ
る

「
故
意
に
日
本
を
衰
退
さ
せ

る
親
の
時
代
」
と
題
し
た
講

演
会
を
実
施
。
武
田
教
授
は

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
民
の
活

動
の
元
と
な
る
も
の
。
そ
の

消
費
量
に
比
例
し
て
活
動
は

活
発
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

今
は
節
約
一
辺
倒
で
個
人
の

活
動
を
阻
害
し
て
い
る
。
石

油
な
ど
の
消
費
を
増
や
さ
な

い
と
日
本
は
衰
退
す
る

と

持
論
を
展
開
し
た
。

　
ま
た
「
我
々
は
次
世
代
に

何
を
託
す
べ
き
か
真
剣
に
考

え
よ
う
。
産
業
が
衰
退
す
れ

ば
国
力
が
落
ち
る
。
そ
う
な

れ
ば
隣
国
は
ど
う
考
え
行
動

し
て
く
る
か
」
「
領
土
を
守

り
、
子
供
た
ち
に
活
躍
の
場

を
与
え
る
の
が
親
の
務
め
で

あ
り
、
政
府
の
仕
事
。
今
は

逆
の
方
向
に
か
じ
を
切
っ
て

い
る
と
し
か
思
え
な
い
」
と

苦
言
を
呈
し
た
。

　
さ
ら
に
「
今
は
鉱
山
が
あ

る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
掘

削
機
械
や
移
送
機
器
の
性
能

な
ど
、
技
術
力
勝
負
の
時

代
」
と
指
摘
。
「
こ
れ
ら
の

技
術
で
世
界
一
を
維
持
し
て

い
け
ば
資
源
競
争
に
勝
ち
残

れ
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

講
演
会
に
は
約
１
２
０
人
が

参
加
し
、
熱
心
に
聴
講
し

た
。


